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3．玄米の損傷

小型機においてはほとんどすべて揚穀装置（スロワー）

を採用しており，玄米に損傷を与える機会がより多くあ

るので特にこの点を重視して検討して見たが，その結果

写真に示す通りである．

4．考　　　案

以上の結果は代表的な小型機5機の成折を従来機の性

能と比較したもので，傾向として認められた事項を列挙
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すれば次の通りである．

1．大体小型機は原動機1馬力を対象に設計されてい

るものと思はれるが∴試験結果から見ると充分1馬力で

性能を発揮出来る．

2．選別性能について見ると1番口良玄米重量歩合・

3番口秤重量歩合・3番口穀粒重量歩合ともに従来機よ

りおとるように見受けられる．これは機体が小型化され

た関係で唐箕・万石も小型化され，その割に脱樺能率は

余り変らないので，風選能率・遠敷能率との釣合いが充

分でないためと考えられる．特に仕上げ玄米ロへの秤の

混入が目立ったが，この点吸引型唐箕を採用しているも

のは成績が良いように思はれる．

3．効程については吋当りの能率は大分低くなってい

るが，馬力当り能率は多少高くなっており，経済的には

有利である．

4．玄米の損傷については砕米歩合と胴摺れにつき調

査したが，いづれも従来機より悪い成績を示した．これ

はスロワーのケースと羽根の間隙スクリ1－コソベア部

の間隙等が問題であると思はれる．

馬鈴薯一小麦の作付けにおける作業の合理化

尾　形　　　浩・関　村　武　士

（東　北　鼻　試）

1．は　し　が　き
後収穫までの間にメヒシバを主体とした雑草が急激に繁

茂し，薯掘り及び小麦播種作業は手先除草を行わねは，

馬鈴薯一小麦の作付順序では‥馬鈴薯の茎葉黄変期以　畜力・機械力の利用が困難になる．本試験では，馬鈴薯
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の生育後期に除草剤を使用して雑草を抑正し，手先除草

を排除しようとした・なお薯堀機は岩手県農試の御好意

により，岩鼻式6号機を使用させて頂いた．記して感謝
の意を衰する．

2．試　験　方　法

供試薬剤‥PCPソーダ塩（成分量90％）

供託作物：男爵薯・ヒツミコムギ

試験区の構成：第1表のとおり．

第1表．試験区の構成

注：薬量は成分量を示す

3．試　験　結　果

1．雑草発生の変異

最終培土後10日前後でメヒシバを主体とした雑草の発

生が始まり，その後は第1図に示すように．馬鈴薯で睦

間が被覆されている間は数が増し，茎葉黄変期以後被覆

度が減少すると急激な量の増加がみられる．

2・PCP処理による除草効果

馬鈴薯収穫期の雑草は第2図のとおりである．1～13

7・4　7・198・2　g．け8引

第1図．馬鈴薯畑雑草発生の変異
（1桝2当り昭31）
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第2図．試験区別除草効果
（無勉理区100）

区の結果からみて，最少の薬剤量で有効な使用法は，馬

鈴薯の茎葉黄変期100g水量20βであり．この組合せで

ある作業調査の際の処理区は，総生体垂で無処理区の42

％であった．

3・PCP処理が作物に及ぼす影響

本試験の範囲では減収は認められず，茎葉黄変期以後

第2急　薯　掘　り　作　業　精　度（3．3α当り）
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第3表．小　麦　播　種　作　業　精　度（3・3β当り）

断

区 回 数

※15・16区は作業員2名を要するので所要労力は2倍となる・

第4　表．作物別・作業別所要労力（〃当り，分）

小 麦

＊　管理作業中PCP散布に要する時間
＊＊　収穫作業中手先除草に要する時間

のPCP処理は収量に悪影響を及ぼすことはないものと

思われる（表省略）．

4．処理匿よる雑草の多少が薯掘り及び麦播種作業に

及ぼす影響

薯掘り作業の報易は第2表のとおりで．PCP処理区

は残草のため平均20叫こ1回作業が中断されるが，書房

出歩合は標準区との差がない．麦播種作業は第3表に示

すように耕起の際PCP処理区は標準区より作業の中断

が多く，吐立の際も作業機の安定がやや悪くなるが，そ

の他の作業への影響は少なかった．

5．所要労力について

第4表に示すように馬鈴薯ではPCP散布の際．てこ

付水平動形噴霧機を使用して39分を要するが，手除草が

省けるため標準区に比べ合計で140分減となった．小麦

では僅かに増加し，全体として30％，138分の減少となる・

4．む　　す　　び

PCP処理後の薯掘り及び麦播種作業は，手除草の場

合に比べ作業はやや困難であるが，作業精度からみて実

用に供して差支えないものと思われ，作作体系の面から

は除草′、P一による初期雑草の防除を本処理に加えるこ

とにより，馬鈴薯一小麦の作付けから手先除草をほとん

ど排除することができる．また所要労力の面では，馬鈴

薯の茎葉黄変期である8月上旬に39分増加し，収穫期で

ある9月上旬に180分減少することと，薬剤100g増加と

140分の労力減との得失の評価となり，これは条件によ

って異なるであろうが，所要時間節減効果は顕著であ

り．この面でも充分実用的といえる．

水田草地々帝における動力耕転機の利用形態について

第1報．　利用方式の推移

佐　　藤　　　　　満

（秋田県点訳）

近年動力耕転機が農作業改善の上でめざましい効果を　営規模の小さい農家で作業を機械化する際その効率の面

あげているのは周知のことである．がわが国のように経　から常に問題となるのは個人利用をするか共同で利用す


